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■工　事　名　称：福岡空港事務所新庁舎・管制塔新築工事
■工　事　場　所：福岡市博多区大字雀居ほか
■発　注　者：国土交通省大阪航空局
■設　計　者：株式会社梓設計
■工事監理者：株式会社綜企画設計
■施　工　者：大成建設株式会社九州支店
■主　要　用　途；事務所
■敷　地　面　積：，．㎡
■建　築　面　積：，．㎡
■延べ床面積：，．㎡
■最　高　高　さ：．ｍ（管制塔）
■構造・階数：管制塔Ｓ造階建て塔屋１階

庁舎Ｓ造７階建て塔屋１階
■工　　　期：年９月７日～年月日
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　福岡空港事務所新庁舎・管制塔業務は、令和６
（）年度末の滑走路増設事業の完成・供用に伴
い、管制塔に必要な機能確保のため、国内線地区に
配置している庁舎・管制塔を国際線地区に移転整備
するという形で始まりました。
　滑走路から見て、国際線ターミナルビルの後方に
管制塔・庁舎を移転するということで、ＶＦＲ室
（管制室）からの視認性を考慮し、水平表面を超え
る高さ約ｍの高層管制塔となることから、近接す
る街の景観に調和し、福岡空港のシンボルとしてふ
さわしい構造計画と融合したシンプルで美しい管制
塔とすることを目指しました。

　管制塔は、塔状比の高い建物になることから風洞
実験を行い、風に対して最も有効な形状を導き出し、
それを外観デザインの核として設計しました。具体
的には、塔体の４本のコア（エレベーター・ＰＳ
〈配管スペース〉・ＥＰＳ〈電気配線・配管スペー
ス〉・階段）が独立して地盤面からＶＦＲ室直下ま
で立ち上がり、階によっては４本のコアを結ぶ形で
床を作り、適宜必要機能が入る構成が外観デザイン
に表れるように計画しています。
　庁舎は滑走路に対して視認が確保できる室数を多
くとる必要があることから、横連窓を基調としつつ、
管制塔とも共通性を持たせるため、ＥＣＰ（押出成
形セメント板）を採用した外観デザインとしていま
す。
　内部空間は、中央に吹き抜けを設けることで、自
然採光・排煙に必要な窓面積を確保すると共に、単
調で長くなりがちな廊下に対して、心理的閉塞感の
解消を図る計画としました。また、機器室の多い庁
舎であることから、各階に専用の空調機械室が必要
となり、その空調機械室に隣接して各階に室外機を
設置する設備バルコニーを設けることで、設備ルー
トの効率性も考慮したデザイン計画としました。
　株式会社梓設計
　アーキテクト部門　ＢＡＳＥ　重永　恵実

エントランスホール ２階　会議室 ４階　総務部執務室

　福岡空港は平成（）年４月から、福岡国際
空港株式会社（ＦＩＡＣ）がコンセッション方式に
より運営を開始しています。大阪航空局福岡空港事
務所では、主に航空保安業務として福岡空港にかか
る航空管制業務のみならず壱岐空港・佐賀空港・芦
屋飛行場・目達原飛行場の進入管制業務も提供して
いるほか、福岡対空センターとして離島空港での運
航に必要な情報の提供、沖縄を除く九州各県および
山口県の一部の航空保安無線施設や飛行場灯火、機
械設備の維持管理を実施しています。
　令和７（）年度以降は、長崎、熊本および大分
のターミナルレーダー管制業務や那覇ＦＳＣ（飛行
援助センター）および鹿児島ＦＳＣの対空援助業務
を福岡へ集約することも予定されており、福岡空港
国内線南側の庁舎（以下、東側庁舎）では容量が不
足することから、滑走路増設に伴う管制塔新設とあ
わせて庁舎の新設も行いました。新庁舎（以下、西
側庁舎）は地上７階建てとなっており、今後の業務
集約に十分対応可能な広さとなっています（床面積
で東側庁舎の２倍以上）。

　東側庁舎は平成８（）年に竣工し、最上階に
高さ．ｍの管制塔を備えた庁舎でした。これは空
港制限区域に存在し、制限表面との関係で高さが抑
えられていたことによるもので、そのため空港全景、
特に国内線北側一部の視認性に難がありました。
　また、現滑走路と増設滑走路の中心線がｍと
いう近接した滑走路同士を俯瞰（ふかん）的に視認
する必要があったことから新しく管制塔も建設され
ました。新管制塔はこれまでの約３倍の高さとなる
地上．ｍ（上部レーダードームを含めると．ｍ）
となり羽田空港管制塔に次ぐ高さとなっています。
　西側庁舎および併設する新管制塔は、昨年月５
日より一部機能が移転され使用を開始しており、今
後機器更新などにあわせて東側庁舎から順次職員が
移ってくる予定となっております。
　福岡空港は博多駅から地下鉄でわずか５分の場所
に位置しており、非常に利便性の高い空港として知
られていますが、周囲に住宅地が多く、いわゆる
「都市型空港」として安全運航はもとより、周辺地
域との共存・共生、そして共栄の観点からも環境問
題をはじめとした対策も非常に重要です。
　利便性の良さや観光地として知られていることも
あり、コロナ後の回復はめざましく、令和５（）
年度の国際線利用者数は過去最高の万人を超え、
令和６（）年度は万人を超える予測となって
います。現時点では特に韓国便の利用者が６割近く
を占めていますが、最近では中華人民共和国の回復
も見られ、また近隣アジア諸国からの利用者も多く
なっています。
　令和７（）年３月日からは増設滑走路の供用
が始まります。福岡空港事務所としては、今後とも
安全を最優先としつつ、福岡空港の機能強化に向け
て関係者と緊密に連携して確実な業務を遂行してま
いります。


